
8
くにみ議会だより No.178
2018.10

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

人
件
費
に
つ
い
て
の

補
正
額
約
４
５
０
０
万
円
の
う

ち
、
90
％
以
上
が
超
過
勤
務
手

当
で
あ
る
。財
政
を
考
え
る
と
、

人
件
費
を
圧
縮
す
る
に
は
、
超

過
勤
務
手
当
を
減
ら
す
し
か
方

法
が
な
い
と
思
う
。
職
員
の
健

康
維
持
も
含
め
、
超
過
勤
務
を

減
ら
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。
ま
た
、
休
日

の
催
し
な
ど
を
続
け
て
い
れ

ば
、
職
員
の
超
過
勤
務
は
減
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

人
件
費
に
つ
い
て

は
、
４
月
の
人
事
異
動
の
組
み

換
え
及
び
超
過
勤
務
の
本
俸
の

６
％
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
補
正
予
算
総
額
１
億

５
１
１
万
円
の
う
ち
、
人
件
費

は
ど
の
位
を
占
め
る
の
か
。

総
務

課
長
　

補
正
予
算
総
額
の

40
％
で
約
４
５
０
０
万

円
が
人
件
費
と
な
っ
て
い
る
。

町
長
　

こ
れ
ま
で
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
業
務
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
が
超

過
勤
務
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
も
あ
り
、
よ
く
対
応
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
超
過

勤
務
の
中
で
も
東
京
電
力
に
請

求
で
き
る
部
分
も
あ
る
。
平
成

32
年
度
ま
で
の
復
興
・
再
生
期

間
ま
で
の
状
況
か
と
思
う
が
、

町
の
維
持
発
展
に
向
け
て
鋭
意

対
応
し
て
い
き
た
い
。
今
年
度

の
予
算
は
原
点
回
帰
予
算
と
し

て
お
り
、
超
過
勤
務
も
震
災
前

の
状
態
に
戻
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
休
日
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
縮
小
し
て
い
る
。

平
成
32
年
度
ま
で
は
国
や
県
か

ら
の
財
政
的
な
支
援
も
得
ら
れ

る
が
、
そ
れ
以
降
は
難
し
く
な

る
こ
と
も
考
慮
し
、
従
来
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
は
残
し
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

人
件
費
の
総
額
に

占
め
る
割
合
は

人
件
費
圧
縮
の
た
め

超
過
勤
務
削
減
へ
の

町
の
考
え
は

質質

疑疑

　
平
成
30
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計（
第
３
号
）は
１

億
５
１
１
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
52
億
５
５
１
９
万
円
と

す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
お
も
な
内
容
は
、
駅
前
広
場
及
び
駅
前
倉
庫
活
用
事
業
に
係

る
費
用
１
３
４
０
万
円
や
、
県
営
貝
田
地
区
等
ほ
場
整
備
事
業

費
増
加
分
に
伴
う
負
担
金
１
１
２
５
万
円
、
職
員
の
人
事
異
動

等
に
伴
う
人
件
費
な
ど
で
、
そ
の
財
源
は
お
も
に
補
助
金
や
一

般
財
源
で
ま
か
な
い
ま
す
。

平
成
30
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算

駅
前
広
場・駅
前
倉
庫
活
用

事
業
費
な
ど
を
増
額

一
般
会
計
補
正
予
算

平成30年度一般会計
補正予算（第３号）の主な内容

【主な事業】
◦駅前広場工事費� 670万円
◦駅前倉庫改修費� 670万円
◦東日本大震災によるL型擁壁復旧費� 1000万円
◦県営貝田地区等ほ場整備事業負担金� 1125万円
◦地域おこし協力隊募集業務委託費� 190万円
◦国見町物産展費用� 163万円
◦その他（人件費の整理、観月台文化センター施設修繕費など）
� 6693万円
� 計　1億511万円
【主な財源】
◦国・県からの補助金など� 681万円
◦その他（前年度繰越金・特別会計繰入など）� 626万円
◦一般財源（町税・地方交付税など）� 9204万円
� 計　1億511万円
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問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

募
集
業
務
に
つ
い
て
、
１
９
０

万
円
の
補
正
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、

町
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ

う
な
方
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

企
画
情
報

課　
　
長
　

専
門
的
な
業
者

が
人
材
発
掘
を
す

る
た
め
の
委
託
料
で
あ
る
。
現

在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
１
名
雇
用
し
、
国
見
ホ
イ
ス

コ
ー
レ
な
ど
で
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
し
て
い
る
。
今
回
の
補
正

予
算
に
よ
り
新
た
に
採
用
す
る

方
に
つ
い
て
も
、
人
材
育
成
、

さ
ら
に
道
の
駅
の
活
性
化
な
ど

に
も
貢
献
で
き
る
方
を
募
集
す

る
考
え
で
あ
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

都
市
計
画
費
の
工
事

請
負
費
に
、
１
２
７
０
万
円
の

工
事
請
負
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
内
容
を
伺
う
。

建
設

課
長
　

６
０
０
万
円
に
つ
い

て
は
、
小
坂
字
梅
ノ
町

地
内
の
工
業
団
地
の
搬
入
道
路

に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
ゆ
が
ん
だ
Ｌ
型
擁
壁
の

復
旧
費
用
で
あ
る
。
６
７
０
万

円
に
つ
い
て
は
、
藤
田
駅
前
の

駐
車
場
の
整
備
費
用
で
あ
る
。

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

歳
入
の
県
支
出
金

に
、
福
島
県
遊
休
施
設
等
活
用

事
業
補
助
金
５
０
０
万
円
と
あ

る
が
、
遊
休
施
設
と
は
ど
う

い
っ
た
施
設
な
の
か
。

企
画
情
報

課　
　
長
　

遊
休
施
設
と

は
、
使
わ
れ
て
い

な
い
建
物
や
、
特
に
目
的
を
持

た
ず
使
用
し
て
い
る
も
の
で
、

多
目
的
に
使
え
る
も
の
で
あ

る
。
今
回
の
補
正
で
計
上
し
て

い
る
駅
前
倉
庫
の
改
修
事
業
が

該
当
し
て
お
り
、
費
用
の
う
ち

都
市
計
画
費
の
工
事

請
負
費
の
内
容
は

遊
休
施
設
と
は
ど
う

い
っ
た
施
設
な
の
か

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

ど
の
よ
う
な
人
材
を
募

集
す
る
の
か

　

平
成
30
年
９
月
30
日
任
期
満

了
に
よ
り
、
現
職
の
志
村
裕
美

氏
（
高
城
）
の
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。 人

事

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

一
般
議
案

（
要
旨
）　

Ｃ
Ｄ
─
Ⅰ
型
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
一
式
を
、
１
７
４

４
万
２
０
０
０
円
で
「
株
式
会

社
モ
リ
タ
仙
台
支
店
（
宮
城

県
）」
よ
り
購
入
す
る
。

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

一
式
を
購
入動

産
の
取
得

４
分
の
３
の
補
助
金
を
受
け
ら

れ
る
た
め
、
計
上
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

平
成
30
年
12
月
31
日
任
期
満

了
に
よ
り
、
再
任
の
佐
藤
勢
津

子
氏
（
塚
野
目
）
の
推
薦
を
適

任
と
認
め
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補

者
を
推
薦

活用が期待される藤田駅前の広場と倉庫


